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	．お わ り に
本研究は，現代に生きる制作者の作品をもとにした取
り組みである。その主旨は，制作者が自らの作品を展覧
会という形で開示することを通して，地域社会に暮らす
住民に芸術をより身近に感じ，主体性を持った鑑賞者と
して芸術をたのしんでもらうために，表現する者が地域
社会と芸術との対話における，いわばファシリテーター
として，いかなる取り組みを行うべきか，ということで
ある。
本展では，展覧会に加えて，ワークショップにおいて
「対話による鑑賞」の手法を用いることにより，鑑賞者
がより柔軟に美術作品と接する機会を提供し，自身の言
葉で美術作品を表現しながらたのしみ，親密な感覚を
もって鑑賞する契機となると考えた。さらに今回は実際
に作品を制作した作者や展覧会をプロデュースした企画
者といった表現者らも，受け手の鑑賞者とフラットな関
係でギャラリートークに加わる場を設定することで，鑑
賞に深みと可能性が加わるであろうと期待し，実験的に
アレンジを試みた。
その検証結果は，研究報告の中のギャラリートークの
報告からも明らかである。
（本研究は，ポルト研究の助成を受けて実施された。）
注
（注１）「Timeless：時の肖像」展２０１４年１１月３日～３０日（由
仁実験芸術農場）および「Timeless２：時の回廊」
２０１４年３月４日～２３日（ポルトギャラリー）の二つ
の展覧会
（注２）本研究グループの研究員林，大井のほか，美術家の
渋谷俊彦氏と新聞記者で文化芸術に造詣が深い梁井
朗氏の４人が中心となって２００４年に始めた運動体の
総称。末次，塚崎研究員も途中から参加。最終回と
位置づけた２０１２年３月開催の「絵画の場合２０１２―最
終章―」までに７回の展覧会が開催された。作品展
示だけではなく絵画をめぐる議論やワークショップ
などのプログラムを同時進行的に行った。参加メン
バーは固定したものではなく，第１回の参加メン
バーからこの最終章までの９年間に，のべ約４０人が
関わった。
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